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小・中学校におけるキャリア教育の授業開発に関する考察 

 

川上 知子 

 

要旨：本稿は，筆者が公立中学校の教員として、2014年度教育センターでキャリア教育をテーマに仮説検

証授業を行った際に書いたレポートの理論部分の内容を更新し、さらに小学校の視点を加え，再整理した

ものである。学校教育において「キャリア教育」が漠然とした理解のまま進められている現状を踏まえ，

「キャリア教育」をどう捉え，具体的にどのような教育実践を行っていけばよいのかを検討，提案するこ

とを目的としている。具体的には，学級活動におけるキャリア教育の視点を踏まえた授業開発を目指し，

まず，キャリア教育の視点である基礎的・汎用的能力の４つの能力の位置付けを「キャリア教育の手引き

（文部科学省，2011 年）」に基づいて整理している。理論的整理から授業を開発する流れの一事例を提案

することで，学校教育におけるキャリア教育への理解を深め，小・中学校でキャリア教育の視点が意識化

された授業実践の推進を目指すことで，たくましく自分の人生を生き抜く子どもたちの育成につなげてい

きたい。 
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１．問題と目的 

2011 年１月中央教育審議会答申における「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方に

ついて」では，目標とする進路が達成できない場合などが多々あるにもかかわらず，経済・社会・雇用

の仕組みについての知識や様々な状況に対処する方法を十分に身に付けていない若者が多いと指摘さ

れており，社会の現実を視野に収めた積極的なキャリア教育の必要性に言及している。そして，これま

でのキャリア教育の現状を踏まえ，キャリア教育の視点として「基礎的・汎用的能力（包括的な能力概

念）」が提示された。この「基礎的・汎用的能力」は，４つの能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自

己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」）で構成され，相互に関連・依

存した関係にあり，各学校がそれぞれの課題を踏まえて，具体的に４つの能力を育成する場を設定し，

工夫された教育を通じて達成されることが望ましいとされている。 

しかしながら，2013 年３月に国立教育政策研究所から発行された「キャリア教育・進路指導に関す

る総合的実態調査第一次報告書」における生徒調査では，自分の将来の生き方や進路について考えるた

め，どのようなことを指導して欲しかったかという問いに対して，「自分の個性や適性を考える学習」

の割合が 39.3％と最も高く，次いで「就職後の離職・失業など，将来起こり得る人生上の諸リスクへ

の対応」が 32.1％という結果であった。さらに，学校調査の「キャリア教育に関する学習の機会や内

容等の実施状況」の項目において，「就職後の離職・失業など，将来起こり得る人生上の諸リスクへの

対応に関する学習を実施していない」と回答した割合が８割を超えていた。このことは，進路指導の実

践における課題の一つを示すものであり，キャリア教育の視点を踏まえた授業実践の開発が必要であ

ると考える。 

平成 29年に告示された中学校学習指導要領解説総則編では，以前の「進路指導の充実」に代わり「キ

ャリア教育の充実」の項となり，学習指導要領に初めて「キャリア教育」が明示された。同時に，学校

教育におけるキャリア教育に関する課題を，「キャリア教育の理念が浸透してきている一方で，これま
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で学校の教育活動全体で行うとされてきた意図が十分に理解されず，指導場面が曖昧にされてしまい，

また，狭義の意味での「進路指導」と混同され，「働くこと」の現実や必要な資質・能力の育成につな

げていく指導が軽視されていたりするのではないか，といった指摘もある」と明示した。また同時に，

同年の小学校学習指導要領解説総則編の「キャリア教育の充実」の項においても同じ内容が示されてい

るが，「特別活動において進路に関連する内容が存在しない小学校において，体系的に行われてこなか

った」という課題を追記している。これらのことから，小・中学校ともに，キャリア教育という理念が

浸透してきてはいるものの，「キャリア教育」という意識のもと具体的な教育実践がなされていないと

いう現実的課題があると考えられる。 

そこで本研究では，キャリア教育の視点である基礎的・汎用的能力の 4 つの能力の位置づけの具体

例を示すことで，キャリア教育への理解を深め，具体的な授業開発のための流れを提案することを目的

とする。 

                      

２．学校教育における「キャリア教育」の理論的整理                 

(1)進路指導とキャリア教育との関係 

「中学校キャリア教育の手引き」（文部科学省，2011）

は，本来の進路指導は，卒業時の進路をどう選択するか

を含めて，更にどういう人間になり，どう生きていくこ

とが望ましいのかといった長期的展望に立って指導・援

助するという意味をもつ教育活動だと整理されている。

一方キャリア教育は，就学前段階から初等中等教育・高

等教育を貫き，また学校から社会への移行に困難を抱え

る若者を支援する様々な機関においても実践されるも

のであり，自らの力で生き方を選択していくことができるために必要な能力や態度を育てることを目指

すものだと示された。これらのことを踏まえ，進路指導とキャリア教育との関係が図１のように示され

ており，進路指導はキャリア教育の一環として行われる必要があると考える。しかし，キャリア教育自

体があまりに大きな概念であることから，進路指導をキャリア教育の視点で実践するに当たって具体的

なイメージをもちづらい現状であるといっても過言ではない。そこで，2011年１月中央教育審議会答申

において示された，キャリア教育の視点である基礎的・汎用的能力について整理することとする。 

(2)キャリア教育の視点 －基礎的・汎用的能力の４つの能力と具体的な要素－ 

キャリア教育の視点として示された基礎的・汎用的能力   

は，「人間関係形成・社会形成能力」,「自己理解・自己管理

能力」，「課題対応能力」,「キャリアプランニング能力」の４

つの能力によって構成される。さらに，４つの能力は，包括

的な能力概念で，それぞれが独立したものではなく相互に関

連・依存した関係にあるとされ，各学校において，実態と課

題を踏まえて４つの能力の具体的な要素を設定し，工夫され

た教育を通じて育成されることが望ましいと示された。「中

学校キャリア教育の手引き」を基に，それぞれの具体的な要

素例について整理したものが表１である。 

一方，2013年の「キャリア教育・進路指導に関する総合実態調査第一次報告書」に，学校調査におけ

る基礎的・汎用的能力の指導状況が示された。これによると，第１学年での「課題対応能力」と「キャ

表１   基礎的・汎用的能力の 

４つの能力と具体的な要素例 

(文部科学省，2011：川上(2014) 

 

図１ 進路指導とキャリア教育との関係 

(文部科学省，2011：川上(2014)による整理） 
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リアプラニング能力」の育成に関する授業・指導だけが８割を超えていない状況で，それ以外の内容に

ついては，どの学年も８割を超える割合で指導されていた。その反面，「教師の指導と生徒のキャリア発

達との差異について」において,学級担任調査と生徒調査を比較したものが示されており，学級担任が生

徒のキャリア発達には重要だと考え,それぞれの具体的な要素に関して指導していることが，必ずしも

生徒のキャリア発達に結び付いていないことが明らかになった。このことから，教師のみが，基礎的・

汎用的能力の４つの能力を理解し，題材を指導するのではなく，生徒自身に対してもその意図を明確に

示し，学習活動を行わせていく必要があると考えた。 

(3)キャリア教育の視点である基礎的・汎用的能力(4つの能力)の位置付けの提案 

授業を開発するにあたり，キャリア教育の視点である基礎的・汎用的能力(4 つの能力)の位置付けを

検討する必要があると考えた。そこで，基礎的・汎用的能力の４つの能力の関係性を考えることとする。

前述したように，４つの能力は，包括的な能力概念で，

それぞれが独立したものではなく相互に関連・依存し

た関係にあるとされ，各学校において，実態と課題を

踏まえて４つの能力の具体的な要素を設定し，工夫さ

れた教育を通じて育成されることが望ましいと示さ

れている。これらを平たく整理したものが図２であ

る。つまり，学校に委ねられているため，本研究では，

1つの位置づけ例を示すこととする。 

「中学校のキャリア教育の手引き」（文部科学省，

2011）では，「自己理解・自己管理能力」がキャリア

形成や人間関係形成における基盤となり，特に「自己

理解能力」は，多様なキャリアを形成する過程で，

生涯にわたって常に深めていく必要があるものと示

されている。また，「人間関係形成・社会形成能力」

に関しては，人や社会との関わりによって，自分に

とって必要な知識や技能等に気付かされるものであ

るとし，「課題対応能力」が，自らが行うべきことを

意欲的に取り組むために必要な能力であると示され

ている。 

これらの関係性を踏まえ，キャリアを形成してい

くに当たって，「自己理解・自己管理能力」を柱とし，

その土台として「人間関係形成・社会形成能力」を

据えた。また，人や社会との関わりの中で，自己の

役割を自覚することが，「キャリアプランニング能

力」の育成につながると考えた。そこで，課題を発

見・分析し，処理する「課題対応能力」が，「自己理解・自己管理能力」と影響し合う中で将来に対する

切実感が増し，「キャリアプランニング能力」の育成が促されるものと考えた。本研究では４つの能力の

育成が循環されるものと捉え，図３のように位置付け，１つの例として提案する。 

 

３．授業開発の実際  

これまでの理論整理を踏まえ，筆者が実際に中学校第１学年の１学級を対象に授業開発し，検証授業を

図３ 基礎的・汎用的能力(４つの能力)の位置付け（例） 

川上(2014) 

図２ ４つの能力の位置づけに関するイメージ図 

         川上（2014） 
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行ったものを通して，授業開発の流れの一例を示すこととする。 

(1)実態把握について 

まず，授業を開発するにあたり，学級の実

態を把握することが重要となる。これまで

の理論的整理を土台とし，キャリア教育で

培っていきたい力と生徒・学級の実態をブ

レンドして，具体的な題材を選択，決定して

いく。学級や生徒の実態を把握するための

参考資料として,「中学校キャリア教育の手

引き」（文部科学省，2011）に示されている

「キャリア教育アンケートの一例」を発達

段階に応じて表現を若干修正し，表２を作

成した。このアンケートは，基礎的・汎用的

能力の４つの能力が視点となった全 12 項

目，4件法で構成されている。ちなみに，小

学校のキャリア教育の手引きにおいても同

じアンケートが示されている。子どもたち

の発達段階に応じ，言葉をわかりやすくし

て使うことが可能である。しかしながら，研

究という視点で厳密に項目内容をみると，

２つの事柄が並列して訊ねてあり，回答者に迷いを与えてしまう表現となっている。そのため，この質

問項目については精査していく必要があると考える。ただ，実態を参考程度に把握するということであ

れば，現場の負担を軽減する上でも，すでにあるものを有効活用したいところである。このアンケート

の選択肢を数値化（1項目 1点，12点満点）して集計し，事前・事後アンケートとして用いることで学

級や個人を把握する参考資料となり，授業を開発するための重要な材料となる。 

(2)題材の概要と指導計画 

特別活動の学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の「ア 社会生活，職業生活との接続

を踏まえた主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用」，「ウ 主体的な進路の選択と将来設計」を受

けて，「課題対応能力」を軸に題

材の指導計画を考案することと

した(図４)。「課題対応能力」の

「本質の理解」や「課題発見」等

の要素を軸とし，実在する人物

が直面した困難について対処す

るための最善策を，話合い活動

を通して考えさせることとし

た。題材で取り扱う実在する人

物については，直面した困難を，

模索しながらも乗り越えて生き

ている人物を選択した。題材で

扱う人物については遠く感じる

表２ キャリア教育アンケートの一例（中学 1 年生対象）「中

学校キャリア教育の手引き」を参考に川上（2014）作成 

図４ 題材の指導計画（例）川上（2020）川上（2014）を加筆修正 

 



小・中学校におけるキャリア教育の授業開発に関する考察 

 

 

人材から身近な人材へと時数が進むごとに移行することで，自己への深化を促すことを狙いとする。第

１時，第２時，第４時で，題材の人物が直面した困難について，「人間関係形成・社会形成能力」を意識

し，話合い活動を通して考えさせるようにする。題材の人物の生き方を踏まえ，第３時，第５時におい

ては，「自己理解・自己管理能力」を意識し，生徒自身の将来や生き方と向き合わせるために，中学校卒

業後の具体的な進路選択について考えさせるようにした。そして，生徒自身に自分に置き換えて考えさ

せるために，題材で取り扱う人物と同様な人生上の諸リスクを想定したワークシートを作成した。また，

ワークシートを作成する際は，具体的な実践を取りまとめた仙﨑(2001)の著書「中学生の進路力を育て

る総合的な生き方の学習プラン」を参考にした。さらに，第３時の後に個別指導としてのキャリアカウ

ンセリングの場を設定することで，授業では把握が難しい，生徒の葛藤も含めた心の動きや生き方につ

いての思考の深さを把握するとともに，生徒自身の中に芽生えているキャリア意識を高めることをねら

いとした。 

(3)授業展開について 

生徒に，多様な生き方があることを気付かせたり，自分の将来について具体的に考えさせたりするこ

とを指導の軸とした。さらに，将来起こり得る人生上の諸リスクに対する他者の生き方を知ることを通

して，人生上の諸リスクへの対処方法を含め，今の自分に必要なことなどを考えさせることができると

考えた。これらを踏まえ，具体的な手立てを次の３つとし

た。 

① 直面した困難を模索しながら乗り越えて生きる実在

する人物にインタビューを行う。その内容を，「出会

い」「困難との遭遇」「人生の選択」の３つの視点によ

るスライドを作成するなどして，図５のような学習

の流れで授業を展開する。 

② 話合い活動の場面では，自分の考えを記入した付箋

を用いて，その班の最善策を考えさせる。      

③ 生徒に基礎的・汎用的能力を意識させるために，生徒

に分かりやすい言葉に変換し，４つの能力を毎時間

提示する。 

※基礎的・汎用的能力→「進路力」 

→自分らしくたくましく生きる力 

人間関係形成・社会形成能力→「つながる力」 

 自己理解・自己管理能力→「自分力」 

 課題対応能力→「アイディア力」 

 キャリアプランニング能力→「未来力」 

なお，本稿では詳細を論じないが，③に関してひらがな表記とし，力についての丁寧な説明を加え，

小学校 1年生，小学校 3年生で他の題材における授業開発を行った。低学年であればあるほど，定着が

早く，日常会話で使う子どもたちが多く見られた。また，ユニバーサルデザインの視点も意識し，授業

の流れを図５のようにパターン化した。パターン化することで特別支援を要する生徒たちはもちろんだ

が，進路に対する不安を感じやすい生徒にとっても心の準備がしやすいのではないかと考えた。 

 

４．成果と課題 

本稿の成果としては，漠然とした理解にとどまるキャリア教育を，キャリア教育の視点である「基礎

図５ 授業の展開（例）川上（2014） 
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的・汎用的能力」の４つの能力の位置づけの提案を踏まえ，授業開発の概要を具体的に示すことができ

た点である。小学校，中学校共に，学習指導要領の改訂に伴い，道徳の教科化をはじめ，教育実践に新

たな視点が加わり，学校現場は多忙極まりない現状にあることは否めない。そのような中，日々の教育

実践に教師の意識と児童生徒の共通意識を加え，日々継続して実践を行うだけでも，小さな成長への変

化を生むことにつながると考えている。 

一方，今後の課題としては，小学校段階からの系統的なキャリア教育の在り方を検討することである。

教科教育にキャリア教育の視点を踏まえた実践は行われているが，「生き方」をメインとし，特別活動を

要とした教育実践はまだ少ないと言える。今回は，中学校 1年生を対象に「課題対応能力」を軸とした

題材計画を踏まえた授業開発を提案したが，当然，他の能力を軸に題材計画を考案することも可能であ

る。発達段階に応じて，この軸となる能力を変えることがよりよいキャリア形成を促すことも考えられ

る。また，今回は詳細に触れていないが，これまで，小学校 1年生，3年生の実践経験があり，1年を通

してキャリア教育を意識して実践することの教育的意義を，実に主観的ではあるが実感している。まず

は，この個人レベルの実感を，今後，転用可能な実践事例として理論的な整理に基づき，提案すること

も今後の課題の一つである。色々な可能性を秘めたキャリア教育の魅力を，授業提案の積み重ねを通し

て伝えることも，個人的な目標であるが，課題としたい。 
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